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20
年
前
の

世
相
を
振
り
返
る

　

今
年
の
成
人
式
は
、平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
し
た
。

で
は
、そ
の
と
き
は
、い
っ
た
い
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。世
の
中
や
こ
の
地
域
の
出
来

事
を
、少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
の
主
な
出
来
事

平
成
２
年［
１
９
９
０
年
］

４
月　

◦
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会（
大
阪
市
）

８
月　

◦
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

10
月　

◦
西
ド
イ
ツ
が
東
ド
イ
ツ
を
編
入
し
統
一

　
　
　

◦
政
府
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
を
提
出

　
　
　

◦
Ｆ
１
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
で
鈴
木
亜
久

里
選
手
が
日
本
人
初
の
３
位
入
賞

11
月　

◦
今
上
天
皇
が
即
位

　
　
　

◦
１
９
５
１
年
の
統
計
開
始
後
、最
も
遅

い
時
期
に
台
風
が
上
陸（
和
歌
山
県
）

12
月　
◦
秋
山
豊
寛
さ
ん
が
日
本
人
初
と
な
る

宇
宙
飛
行（
ソ
連
・
ソ
ユ
ー
ズ
）

　
　
　

◦
海
外
渡
航
者
が
１
千
万
人
を
突
破

平
成
３
年［
１
９
９
１
年
］

１
月　

◦
湾
岸
戦
争
が
勃
発

新
語
・
流
行
語

﹁
フ
ァ
ジ
ィ
﹂﹁
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
ル
﹂﹁
ア
ッ
シ
ー
く

ん
﹂﹁
バ
ブ
ル
経
済
﹂﹁
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
﹂な
ど

ブ
ー
ム
・
新
製
品

﹁
テ
ィ
ラ
ミ
ス
﹂﹁
キ
ュ
ロ
ッ
ト
ス
カ
ー
ト
﹂﹁
ス
ー

パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
﹂な
ど

経
済

バ
ブ
ル
景
気
の
最
盛
期
に
し
て
最
後
の
時
期

田
原
市
の
出
来
事

平
成
２
年［
１
９
９
０
年
］

４
月　

◦
米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携

　
　
　

◦
ふ
れ
あ
い
の
館（
旧
津
具
村
）オ
ー
プ
ン

５
月　

◦
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

９
月　

◦
台
風
19
・
20
号
の
来
襲
に
よ
り
農
作
物

な
ど
に
甚
大
な
被
害（
総
額
約
50
億
円

以
上
）

平
成
３
年［
１
９
９
１
年
］

１
月　

◦
渥
美
郷
土
資
料
館
展
示
収
蔵
館
完
成

２
月　

◦
田
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

３
月　

◦
渥
美
町
史
刊
行

新
成
人！
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田
原
市
成
人
式

平
成
23
年
１
月
９
日
㊐

田
原
市
総
合
体
育
館

今
年
、田
原
市
で
成
人
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

男
性
５
０
６
名
、
女
性
４
４
７
名
の
計

９
５
３
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

式
で
は
、
鈴
木
克
幸
田
原
市
長
が
、
郷

土
の
偉
人
・
渡
辺
崋
山
の
言
葉
を
引
用
し
、

新成人代表の皆さんから
二十歳を迎えた感想をひと言！

八木 さゆみ さん（東部中学校区）
まだ学生なので、成人としての自覚が足りな
いと思う。でも、両親から授かった命を大切
にして、人を思いやれる大人になっていきた
い。この場をお借りして、これまでお世話に
なった方々へ「ありがとう」と言いたい。

山田 十五 さん（田原中学校区）
まず、おとん、おかん、これまで育ててくれ
てありがとう。そして、一緒に成人を迎える
ことができた友だちに、おめでとう。二十歳
になり、お酒も飲めるが、羽目を外しすぎな
いようにしたい。田原に生まれて良かった。

伊藤 聡 さん（野田中学校区）
大好きな田原で二十歳を迎えることができ、
大変うれしい。このまちで育ったことが、生
涯の誇りだ。これから世間という大海に船出
するが、自分の信じる道をまい進し、学術を
体得してこのまちに戻り、恩返ししたい。

横田 由美 さん（赤羽根中学校区）
晴れて成人式を迎えることができ、うれしい
気持ちと責任の重さを感じる。これからは、
何事にも受け身にならず、自ら前に踏み出し
チャレンジしていきたい。自分を支えてくれ
た周りの人を支えられるよう、飛躍したい。

太田 徹 さん（伊良湖岬中学校区）
二十歳を迎えたことにより、今まで以上に自
由と選択肢を持てるようになったが、同時に
社会人としての責任の重さも感じる。これか
らは、自分の行動に責任を持って過ごしてい
きたい。

林 美穂 さん（福江中学校区）
今日、私たちは大人としての第一歩を刻ん
だ。これからの人生は、自分のためだけでな
く、周りのことも考えて行動しなければいけ
ない。時間はかかっても、一歩一歩、立派な
大人になれるよう成長していきたい。

岩澤 優作 さん（泉中学校区）
こうして、晴れて成人式を迎えられたことに
は、大きな意味がある。これまで支えてくれ
た家族や友人など、自分と関わったすべての
人々に感謝している。今後は、大人としての
自覚を持って、社会に貢献していきたい。

　

今
年
の
成
人
式
は
、平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
し
た
。

で
は
、そ
の
と
き
は
、い
っ
た
い
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。世
の
中
や
こ
の
地
域
の
出
来

事
を
、少
し
振
り
返
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て
み
ま
し
ょ
う
。
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中
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平
成
２
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１
９
９
０
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］
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と
緑
の
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大
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◦
イ
ラ
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西
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Ｏ
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Ｆ
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鈴
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上
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９
５
１
年
の
統
計
開
始
後
、最
も
遅

い
時
期
に
台
風
が
上
陸（
和
歌
山
県
）

12
月　
◦
秋
山
豊
寛
さ
ん
が
日
本
人
初
と
な
る

宇
宙
飛
行（
ソ
連
・
ソ
ユ
ー
ズ
）

　
　
　

◦
海
外
渡
航
者
が
１
千
万
人
を
突
破

平
成
３
年［
１
９
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﹂﹁
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ヤ
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ト
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フ
ァ
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コ
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経
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バ
ブ
ル
景
気
の
最
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の
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成
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１
９
９
０
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］
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携
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具
村
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５
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◦
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福
祉
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タ
ー
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９
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◦
台
風
19
・
20
号
の
来
襲
に
よ
り
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作
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な
ど
に
甚
大
な
被
害（
総
額
約
50
億
円

以
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）

平
成
３
年［
１
９
９
１
年
］

１
月　

◦
渥
美
郷
土
資
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館
展
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収
蔵
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２
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田
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浄
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３
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史
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「
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
、
長
期
的
な

視
点
を
見
失
わ
な
い
で
。
夢
や
志
を
持
て

ば
未
来
は
開
け
る
。
こ
の
地
域
の
明
る
い

未
来
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
品
や
花
束
の
贈
呈
、
新
成

人
お
礼
の
言
葉
、
二
十
歳
の
誓
い
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、田
原
市
吹
奏
楽
団
に
よ
る

新
成
人
に
贈
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場

は
終
始
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
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行
政
改
革
・
行
政
評
価
に
関
す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７　
　

seisaku@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
で
は
、第
１
次
田
原
市
総
合

計
画
の
施
策
体
系
に
基
づ
き
、「
施

策
評
価
」と「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
２

段
階
の
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

こ
で
は
、平
成
22
年
度（
平
成
21
年
度
実
施

事
業
）の
行
政
評
価
結
果
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▪
行
政
評
価
と
は

　

行
政
は
、市
民
生
活
の
向
上
と
地
域
の

発
展
を
目
指
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。行
政
評
価
と
は
、こ

う
し
た
行
政
活
動
に
つ
い
て
、そ
の
目
的

1
市
の
業
務
を
客
観
的
に
評
価

平
成
22
年
度
の
行
政
評
価
結
果
に
つ
い
て▪

施
策
の
進
捗
状
況
は

　

田
原
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
進

捗
状
況
の
割
合
を
、６
つ
の
分
野
別
に
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。全
体
で
は
、「
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」が
65
・
４
％
、「
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」が
34
・
６
％
と
な
り

ま
し
た
。

▪
実
施
の
方
向
性
は

　

田
原
市
が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い

て
、「
妥
当
性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」を
評

価
し
、「
今
後
の
課
題
」「
改
善
の
方
向
性
」

を
検
討
し
ま
し
た
。そ
れ
を
基
に
、次
年
度

以
降
に
お
け
る「
事
業
実
施
の
方
向
性
」を

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、「
継
続
」が
93
・

６
％
、「
他
事
業
に
よ
る
代
替
」が
２
・
８

％
、「
完
了
」が
３
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

●施策の体系と行政評価

を
明
確
に
し
な
が
ら
、成
果
を
数
値
化
し

て
客
観
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

行
政
評
価
の
手
法
は
、自
治
体
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。田
原
市
で
は
、総
合
計

画
の
進
捗
管
理
を
行
う
た
め
の「
施
策
評

価
」と
、個
別
の
事
務
事
業
を
評
価
し
、継

続
的
な
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の

「
事
務
事
業
評
価
」を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、評
価
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
、行
政

の
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

●Ｐ
ピーディーシーエー

ＤＣＡマネジメントサイクル

分野
（6分野）

施策
（49施策）

基本事業
（162事業）

事務事業
（約1000事業）

施策評価
49施策を評価

事務事業評価
505事業を評価

計画
PLAN

改善策に基づいた
計画を作ります。

評価
CHECK

成果を数値化して
評価を行います。

改善
ACTION

評価結果に基づき
事業の改善策を
検討します。

実施
DO

計画に沿って
事業を実施
します。

行政評価

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

予定以上に
進んでいる

予定どおり
進んでいる

予定より
遅れている

予定より著し
く遅れている

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

継続

代替

完了

64.3

100.0

57.1

85.7

46.2

60.0

35.7

42.9

14.3

53.8

40.0

96.9

100.0

93.3

95.8

89.0

95.8

1.0 2.1

5.8 0.9

1.4 2.8

4.1 6.9

4.2
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▪
外
部
評
価
を
試
行
し
ま
し
た

　

外
部
評
価
と
は
、第
三
者
の
視
点
か
ら
、

行
政
が
実
施
す
る
行
政
評
価
に
つ
い
て
評

価
を
受
け
る
仕
組
み
で
す
。行
政
自
身
で

は
気
付
き
に
く
い
課
題
、事
業
の
必
要
性

や
効
果
に
関
す
る
意
見
、事
業
の
改
善
に

関
す
る
提
案
や
考
え
方
を
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

　

田
原
市
で
も
、市
民
の
視
点
か
ら
事
務

事
業
の
評
価
を
行
い
、行
政
評
価
の
客
観

性
の
確
保
と
、行
政
の
透
明
化
を
高
め
る

た
め
、外
部
評
価
を
試
行
し
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、学
識
経
験
者
や

地
域
の
代
表
者
な
ど
５
名
で
構
成
さ
れ
る

「
田
原
市
行
政
改
革
推
進
研
究
会
」に
依
頼

し
ま
し
た
。研
究
会
か
ら
、今
回
対
象
と
し

た
４
つ
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
現
行
ど

お
り
」「
要
改
善
」「
廃
止
」の
区
分
で
評
価

を
い
た
だ
き
、あ
わ
せ
て
意
見
や
改
善
点

な
ど
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

新エネルギー導入支援事業
外部評価結果 ◦現行どおり：2　◦要改善：3　◦廃止：0

意見・改善点

◦設備のライフサイクルを考慮し、トータ
ルで環境負荷が少ないエネルギーや手法
などの情報収集に努める必要がある。

◦エコエネルギー導入促進のための適切な
ＰＲを行う必要がある。

対応の方向性
（エコエネ推進室）

◦田原市における新エネルギーなどへの取
り組みが高く評価されており、平成21年
6月に、全国の「新エネ百選」に選定され
ています。

◦今後も、エコフェスタや出前講座などを
活用し、最新の情報を提供しながら、エコ
エネルギー導入促進のために、市民への
ＰＲを進めます。

特定健康保険の充実
外部評価結果 ◦現行どおり：3　◦要改善：2　◦廃止：0

意見・改善点

◦重症化予防対策は不可欠だが、検診の必
要性に対する市民の意識はまだ高いとは
いえないため、市民団体や関係機関など
との協働による周知の徹底で、受診率の
向上を図る必要がある。

◦市民意識を正確に把握するためのアンケ
ート調査は、学校・自治会・老人会・企業な
どとの協働により行う必要がある。

対応の方向性
（保険年金課）

◦農協や商工会との協働により、チラシ配
布や健康講座を開催するとともに、農協
婦人部を介して男性農業者の受診率の向
上を図ります。また、現在、市の保健師が
行っている特定保健指導について、病院
の医師などから受けられる体制を検討し
ます。

◦アンケート調査の実施については、保険
証の交付時期に合わせて、各団体などと
の協働により実施します。

担い手団体育成支援事業
外部評価結果 ◦現行どおり：2　◦要改善：3　◦廃止：0

意見・改善点

◦農業担い手の育成は不可欠であるが、事
業の成果が見えない。

◦農家同士の情報共有による生産性の向上
だけでなく、農業従事者が主体的に他事
業や異業種との連携を図ることで、もう
かり魅力ある農業にするための協力が必
要である。

◦現状の手法で農業の活性化が見込めない
のであれば、新規農業従事者や農業法人
など、外部からの新規営農者を呼び込み、
育成するシステムを検討すべき。

対応の方向性
（農政課）

◦農業の担い手の資質向上を図るため、適
切な成果指標を検討するとともに、儲か
り魅力のある農業を実践するために、農
業者自らが実施する研修や後継者づくり
などへの支援を検討します。

◦農業への新規参入については、農家要件
の取得や初期投資など多くの課題がある
ものの、耕作放棄地再生対策も念頭にお
きながら、前向きに検討します。

里山保全推進事業
外部評価結果 ◦現行どおり：5　◦要改善：0　◦廃止：0

意見・改善点

◦里山保全は永続的な取り組みであり、多
くの市民に関心を持ってもらい参加して
もらうことが重要である。

◦ボランティアだけでなく一般市民が里山
と関わる仕組みについて検討するととも
に、里山保全の必要性について情報発信
が必要である。

対応の方向性
（まちづくり

推進課）

◦多くの市民が、里山の現状と保全の必要
性を理解し、里山保全活動への参加者が
増加するよう、短期開催型の自然観察会
や体験教室などを開催します。

◦里山保全活動の活性化や継続のため、リ
ーダー育成や情報交換の場として、里山
保全アドバイザースキルアップ講座の充
実を図ります。

▲農業の担い手づくりは重要課題の一つ

▪行政評価の詳細は市ホームページで閲覧できます。　　http://www.city.tahara.aichi.jp/gyouseihyouka/
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《
確
定
申
告
が
必
要
な
方
》

❶
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
っ
た

方
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
、
土

地
や
建
物
を
売
っ
た
方
、
源
泉
徴
収
有
り

の
特
定
口
座
以
外
で
株
式
な
ど
を
譲
渡

し
、
利
益
が
あ
っ
た
方
な
ど
の
う
ち
、
平

成
22
年
中
の
所
得
が
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
た
方　

❷
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給

与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
た

方
、２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

た
方　

❸
年
収
２
０
０
０
万
円
以
下
で
年

末
調
整
を
受
け
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
（
最
初
の
年
の
み
）
な

ど
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

《
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
》

❶
印
鑑
（
新
規
に
口
座
振
替
で
の
納
税
を
申

し
込
む
場
合
は
通
帳
印
）　

❷
申
告
書　

❸

控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
）　

❹
源
泉
徴
収
票（
金
額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、

複
数
枚
あ
る
場
合
は
す
べ
て
）　

❺
収
支
内

訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
、
そ
の
他
の

事
業
収
入
が
あ
る
方
の
み
。
平
成
21
年
分
収

支
内
訳
書
の
控
え
、
平
成
23
年
度
分
償
却
資

産
申
告
書
の
控
え
も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
）　

❻
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書（
農
業
・

営
業
・
不
動
産
な
ど
、
固
定
資
産
税
を
経
費

と
す
る
事
業
収
入
が
あ
る
方
の
み
。
平
成
22

年
５
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
）　

❼
医
療
費

の
領
収
書
と
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
医
療
費
控
除
を

受
け
る
方
の
み
）　

❽
上
場
株
式
等
の
配
当

支
払
通
知
書
ま
た
は
特
定
口
座
年
間
取
引

報
告
書　

❾
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

《
申
告
す
る
と
税
金
が
戻
る
場
合
》

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納

め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
で
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

❶
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
年
の
途
中
で

退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

場
合　

❷
医
療
費
を
多
く
支
払
っ
た
場

合
（
医
療
費
控
除
）　

❸
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
で
取
得
し
た
場
合

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）　

❹
災
害
や
盗

難
に
遭
っ
た
場
合
（
雑
損
控
除
）　

❺
予
定

納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な

く
な
っ
た
場
合

※
❶
・
❷
は
、
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
豊

橋
税
務
署
お
よ
び
市
役
所
税
務
課
で
還

付
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
平
成
22
年
分
か
ら
の
主
な
改
正
》

　

寄
附
金
控
除
・
政
党
等
寄
附
金
特
別
控

除
に
つ
い
て
、
適
用
下
限
額
が
２
千
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
市
県

民
税
の
寄
附
金
控
除
・
政
党
等
寄
附
金
特

別
控
除
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
適

用
下
限
額
は
５
千
円
で
す
。）

《
そ
の
他
の
申
告
に
つ
い
て
》

　

「
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
」の
申
告
は
３
月
31
日（
木
）ま
で
、

2.16水

▲ 3.15火
※土曜日・日曜日は除く

＝申告は、正しくお早めに＝

▼豊橋税務署
　☎（０５３２）５２局６２０１

▼税務課
　☎２３局３５０９
　　２３局０１８０

ご不明な点など、
お気軽にお問い合わせください。

確定
申告

「
贈
与
税
」の
申
告
は
３
月
15
日（
火
）ま
で

で
す
。

《
休
日
に
お
け
る
確
定
申
告
の
受
付
》

◦
日
時
＝
２
月
20
日（
日
）・
27
日（
日
）午

前
９
時
～
午
後
５
時（
混
雑
の
状
況
に
よ
り

受
付
終
了
時
刻
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◦
場
所
＝
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
合
同
庁
舎
１

階
大
会
議
室
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

《
申
告
書
は
自
分
で
ご
記
入
を
》

　

申
告
書
の
記
入
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

税
を
理
解
す
る
た
め
、
自
分
で
書
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.nta.go.jp

）か
ら
も
作

成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
に

よ
る
電
子
申
請
も
利
用
可
能
で
す
。

所
得
税

個
人
が
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

１
年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る

国
の
税
金
で
す
。

1国税庁のHPで24時間受付
2最高5000円の税額控除
3添付書類を省略可
4還付金が素早くお手元に

イータックス 検索

詳しくは国税庁ホームページで
http://www.e-tax.nta.go.jp

を利用すると…

イータックス
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《
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
》

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
田
原
市
に

住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

❶
事
業
収
入
・
給
与
・
年
金
収
入
な
ど
の

あ
る
方

❷
収
入
は
な
い
が
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も

な
っ
て
い
な
い
方

❸
収
入
は
な
い
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

❹
収
入
は
な
い
が
、
介
護
保
険
の
第
１
号

被
保
険
者
の
方
（
65
歳
以
上
の
方
）

※
❶
～
❹
に
該
当
し
て
も
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
市
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
市
県
民
税
の
申
告
》

　

申
告
書
は
、
市
県
民
税
の
税
額
を
正
し

く
算
出
す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
が

な
い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
の
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減
や
減
免
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、
市
営
住
宅
、

融
資
、
児
童
手
当
、
保
育
園
な
ど
の
申
請

に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
も
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
の
か
、
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
な
の
か
は
、
収
入
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
で
申
告
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護保険の認定を受けた方の
おむつ代にかかる医療費控除

　医師が「おむつを使用することが必要」と
認めた方のおむつ代は、医療費控除の対象
となります。申告には、医師が発行する「お
むつ使用証明書」が必要ですが、この控除
を受けるのが２年目以降の方には、福祉課
でも証明書を交付しています。

介護保険の認定を受けた方の
障害者控除

　認定にかかる主治医意見書で、障害の程
度や寝たきりであることが確認できれば、障
害者控除（特別障害者控除）の対象となり
ます。申告には、福祉課で交付する「認定
書」が必要です。（ただし、身体障害者手帳
をお持ちの方を除きます。）
　証明書・認定書の発行に関する手続きな
ど、詳しくはお問い合わせください。

▼ 福祉課 ☎２３局３２１７　 ２３局３５４５

月/日 田原市役所
（大会議室）

渥美支所
（３０１会議室）

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所）

2/16 氺 吉胡・木綿台・吉胡台・西浦・姫見台・光崎 宇津江・村松
　17 ㊍ 浦 八王子・馬伏
　18 ㊎ 川岸・漆田（1～3区）・神戸市場・青津・希望が丘・赤松・志田・新美 江比間
　21 ⺼ 長上・久美原・浜田・百 ・々新浜 伊川津
　22 ㊋ 大久保 石神・夕陽が浜
　23 氺 相川・谷熊・やぐま台 高木・折立・山田
　24 ㊍ 波瀬・片浜・片西・白谷 古田・長沢
　25 ㊎ 雲明・東馬草・山ノ神・西馬草・仁崎 福江
　28 ⺼ 芦・南・彦田・保井・今方・北海道・野田市場・ほると台 中山

高松校区3/ 1 ㊋ 萱町（1～3区）・本町・新町 小中山
　 2 氺 豊島・御殿山 保美・向山
　 3 ㊍ 一番東・一番西・三番組・四番組東・四番組西・四番組南・蔵王東ヶ丘・蔵王南ヶ丘 亀山・西山

赤羽根校区　 4 ㊎ 大草・大草団地・南町・谷ノ口・東ヶ谷・東赤石・サンコート 伊良湖・日出
　 7 ⺼ 加治・赤石・衣笠・東滝頭 堀切

 8 ㊋ 八軒家・藤七原・鎌田 小塩津・和地一色
若戸校区　9 氺 和地・土田

10 ㊍
11 ㊎
14 ⺼
15 ㊋

この期間は地区別の指定はありませんが、例年大変混雑します。
できる限り早めに申告を行ってください。 地区別の指定はありません。

どなたでも申告できます。

▼譲渡所得・青色申告・消費税のある方は、税務署にて申告してください。（市内の各申告会場では受付を行いません。）

▼地区別指定日に都合の悪い方は、申告期間内の都合の良い日に申告してください。また、市内の方は、いずれの申告会場
でも受け付けていますので、ご都合の良い会場をご利用ください。

▼赤羽根市民センターでは、２月16日（水）～25日（金）の期間は受付を行いませんので、他の申告会場をご利用ください。

▼税理士による無料税務相談を、２月１６日（水）～３月４日（金）の期間に田原市役所会場にて行います。（渥美支所会場・赤羽根市民センタ
ー会場では行いません。）

介護保険と医療費控除

◉確定申告日程表 受付時間▶午前９時～午後４時

市
県
民
税

個
人
が
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

１
年
間
に
得
た
所
得
に
か
か
る

県
と
市
の
税
金
で
す
。
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　第３回
　男女共同参画フェスティバル
平成 22 年 9 月 11 日圡
田原文化会館多目的ホールほか

さまざまな活動を行っている団体や個人が、活動内容の紹介や他団体との交流
を通じて、それぞれの活動をより活性化させ、「みんなが自分らしく輝ける

まち・たはら」の実現を目指すために、今回で３回目となる男女共同参画フェスティ
バルを開催しました。
　市内外で活動をしている 40 の団体や個人が参加し、活動内容を紹介するパネル
の展示、手づくり品の販売、相談コーナーなどのブースが出展されました。また、
会場中央に設けられたステージでは、読み聞かせや寸劇、太極拳など、日々の活
動が紹介されました。

　あいち国際女性映画祭 2010 田原市会場
平成 22 年 9 月11日圡・田原文化会館文化ホール

男女共同参画フェスティバルに合わせ、「あい
ち国際女性映画祭」のサテライト会場として、

映画祭を行いました。この祭典は、女性の生き方
などをテーマにした作品を上映するとともに、世
界の舞台で活躍する女性映画監督などをゲストと
して招き、男女共同参画のあり方を共に考えるイ
ベントです。
　今回は、18 歳の主人公が、厳しい現実の中で悩
みながらも自分らしい生き方を見つけていく様子
を描いたスウェーデン映画、『プリンセス マヤ』を上映しました。また、オープ
ニングでは成章高校吹奏楽部の演奏で盛り上がり、上映後は、この作品の監督の
テレサ・ファビクさんがゲストトークに登場し、参加者からの質問に答えました。

　平成22年度サテライトセミナー
平成 22 年 10 月 22 日㊎・田原文化会館多目的ホール

「楽々ライフは黄金比から～誰もが輝ける家庭
と社会を目指して～」という演題で、中部

学院大学教授の林陽子先生に講演していただきま
した。
　林先生は、「誰もが輝けるというのは、どれだけ
幸せかということ。そのためには、家庭（家事・育児・
介護）、仕事、趣味、地域活動を無理せず楽しく、もっ

とも心地よく感じるバランスで行い、必ず自分で決めて行動することが大切」と、
参加者に語りかけました。

た
は
ら
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー
ス
『W

alk T
ogether 

～
ウ
ォ
ー
ク
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
』
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き

性
別
に
関
係
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る

「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
・
た
は
ら
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め

男
女
が
お
互
い
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

た
は
ら
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー
ス
　
ウ
ォ
ー
ク・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

Vol.8

はじめに

～
共
に
考
え
・
共
に
歩
も
う
～

話題。街の

▲ステージでの活動発表
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市民協働課　☎23局3504　　23局0180　　kyoudou@city.tahara.aichi.jp

男女共同参画について考えてみよう

男女共同参画講座

■田原市男女共同参画推進懇話会の活動

委員◎学識経験者・各種団体の関係者・公募市民など
活動◎「田原市男女共同参画推進プラン」の推進に向けて協議や意見交換

　昨年 12 月 14 日（火）に勉強会を開催し、委員が受講した「リ
※１

プロダクティブ・ヘルス」の講座や、中山市
民館で開催された「子育て・おとな育ち講座～こころとからだの健康教室～」などの報告があり、命の尊厳、
男女平等の意識の大切さをあらためて認識する機会となりました。
　また、「自治会役員への女性登用は？」というテーマで活発な意見交換が行われ、「自治会には長い歴史があり、
急には難しいと思うが徐々に変わってくるのではないか」といった意見が出されました。
▶田原市男女共同参画推進懇話会の会議録は、市ホームページで閲覧が可能です。
　    http://www.city.tahara.aichi.jp/　（田原市案内⇨各種計画⇨田原市男女共同参画推進プラン）

今回は、「田原市男女共同参画推進懇話会」
の活動内容と、最近よく耳にする「イクメン」
についてご紹介します。

■「イクメン」って何？

　今、育児にもっとかか
わりたいという男性が増
えています。「育児」する

「男性」、だから「イク（育）
メン（男）」といい、子育
てを楽しみ、自分自身も
成長する男性のことを表
現しています。
　最近では、制度の改正
などにより、男性でも育
児 休 業 を 取 得 し や す く
なってきました。仕事と
子育てを両立させ、「今し
かできないこと」「今だか
らできること」を始めて
みませんか。子育て期の
自分らしい「ワ

※２

ーク・ラ
イフ・バランス」を考え
ましょう。

※１【リプロダクティブ・ヘルス】訳すると「性と生殖に関する健康」。性や出産にかかわるすべてにおいて、身体的にも
精神的にも社会的にも本人の意思が尊重され、自分らしく生きられること

※２【ワーク・ライフ・バランス】訳すると「仕事と生活の調和」。やりがいのある仕事と充実した私生活を両立させると
いう考え方。仕事で責任を果たしながら、家庭や地域生活では子育て期・中高年期といった人生の各段階で多様な生
き方を選択・実現できること

1 2

3 4

あ
な
た
の
会
社
っ
て
、

男
の
人
は
育
児
休
業

取
れ
な
い
の
？

育
児
休
業
を
取
る

と
き
は

い
ろ
い
ろ
と

大
変
だ
っ
た
け
ど

取
っ
て

よ
か
っ
た

あ
っ
と
い
う
ま
の
子
育
て

パ
パ
が
育
児
休
業
を

取
得
す
る
の
は

一
つ
の
手
段

マ
マ
任
せ
に

し
な
い
で
、

夫
婦
で
一
緒
に

子
育
て
が

で
き
る
と

い
い
で
す
ね

子
育
て
と
い
う
貴
重

な
経
験
が
で
き
た

こ
の
経
験
は
、

仕
事
に
も

活
か
さ
れ
て

い
る
よ

今
、
は
や
り
の

　

『
イ
ク
メ
ン
』
か
ね

わ
し
ら
の
世
代
で
は
子
育
て
を

男
が
す
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
ん
が

ま
ぁ
、
頑
張
り
た
ま
え

育
児
休
業
を
取
得

　
　
　

し
た
い
ん
で
す
が

制
度
は
あ
る

け
ど
、
み
ん
な

取
ら
な
い
な
ぁ

第
一
号
で
取
っ
て

み
よ
う
か
な
ぁ

│ 9 │　　　　　　　　　　平成23 年2月1日



■
身
近
で
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
講
座
は
、
体
育
指
導
委

員
（
体た
い
し指
）
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
が
連
携

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
健
康
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
は
８

校
区
で
９
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

希
望
に
応
じ
て
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
や
ペ

タ
ン
ク
な
ど
５
種
目
の
講
座
を
行
い
、
ど

の
校
区
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
を
通
し
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
が

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
習
慣
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

平成23年2月1日
【問い合わせ】 生涯学習課
　23局3531 　22局3811　 syogaku@city.tahara.aichi.jp

６

体
育
指
導
委
員
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
健
康
講
座

手
探り

状
態
で
始

ま
っ
た
体

指
活
動
も

は
や
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
初
め
て

の
経
験
で
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
周
り

の
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と
ば
か
り

だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

二
年
目
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
も
体
も
元
気
に

な
り
、
健
康
で
毎
日
を
明
る
く
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
願
い
を
こ

め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。４

年ほ

ど
前
、
私

は
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員

と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
体
指
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
の
活
動
経
験
を
生
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
楽
し
み

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
先
輩
体
指
の
皆
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

１
日
で
も
早
く
、
体
指
と
し
て
貢
献
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。　

新
人
体た

い
し指 

あ
い
さ
つ

■
運
動
神
経
の
発
達
に
効
果

　

保
育
園
出
前
講
座
で
は
、
頭
で
考
え
た

こ
と
を
体
に
伝
え
、
イ
メ
ー
ジ
と
同
じ
動
き

を
す
る
た
め
に
必
要
な
「
運
動
神
経
」
の

発
達
に
効
果
が
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
中
心
に
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
は
「
運
動
神
経
」
な
ど
が
最

も
発
達
す
る
大
切
な
時
期
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
活
動
の

一
つ
で
す
。

◦H22年9月 伊良湖岬校区スポーツ健康講座（ペタンク）

保
育
園
出
前
講
座

◦H22年12月 コーディネーショ
　ントレーニング（小中山保育園）

◦H22年10月 運動プログラム（東部保育園）

河邉 貴子
（田原東部校区）

小嶋　徹
（衣笠校区）
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■
景
色
を
見
な
が
ら
仲
間
と
歩
く

◎
平
成
22
年
12
月
５
日
㊐ 

赤
羽
根
校
区

　

12
月
に
し
て
は
暖
か
い
陽
気
の
中
、
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
総
勢

２
１
２
名
の

参
加
者
が
、

コ
ー
ス
途
中

に
設
け
ら
れ

た
ゲ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
な
ど

に
立
ち
寄
り

な
が
ら
、
約

６
㎞
の
道
の
り
を
歩
き
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

◎
私
た
ち
体
指
が
企
画
・
運
営

　

こ
の
大
会
は
、
私
た
ち
体
指
が
日
程
・

コ
ー
ス
設
定
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
通
じ
て
、多
く
の
皆
さ
ん
の「
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
」
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
限
り
で
す
。

◎
開
催
告
知

　

次
回
、
秋
ご
ろ
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
を
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
、
渥
美
半

島
の
自
然
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
私
た
ち

と
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
や
ご

友
人
と
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
自
主
研
修
で
さ
ら
に
学
ぶ

　

私
た
ち
は
、
体
指
と
し
て
の
知
識
や
技

術
の
向
上
の
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
全

国
・
東
海
四
県
・
愛
知
県
・
東
三
河
の
各

種
研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
自
主
的

な
研
修
と
し
て
、
毎
月
開
催
す
る
会
議
後

な
ど
に
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
、
タ
ス

ポ
ニ
ー
、
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
な
ど
の
実
技

を
通
じ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。　

 
◎
平
成
22
年
12
月
26
日
㊐ 

﹁
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
第
１
回
き
し
め
ん
杯
﹂
に
出
場

　

研
修
の
一
環
と
し
て
、
知
多
市
で
開
催

さ
れ
た
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
予
選
敗
退
で
し

た
が
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
今
後
の
体

指
活
動
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

■
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し

た
、
多
種
目
・
多
世
代
・
多
志
向
の
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
な
ど
の
活
動
が
で
き
る
ク
ラ
ブ

で
す
。
普
段
、
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な

い
方
や
、
運
動
が
苦
手
な
方
の
「
仲
間
づ

く
り
・
趣
味
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」
の

場
と
な
る
よ
う
、
田
原
市
で
は
設
立
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
私
た
ち
体
指

も
話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◎
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
指
す

　

私
た
ち
は
、
こ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
の
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
で
も
」
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら

も
実
践
と
研
究

を
重
ね
、
皆
さ

ん
が
健
康
的
で

豊
か
な
毎
日
を

送
る
た
め
の
手

助
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ニュースポーツ
『 出 前 講 座 』

　各種団体などを対象に、私たち体育指
導委員が開催場所に出向き、ニュースポ
ーツの指導・運営をお手伝いしています。
　体指が優しく指導しますので、お気軽

に声をおかけください。

▼生涯学習課 ☎23局３５３１

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

各
種
研
修
会
で
知
識
習
得

キンボールスポーツ グラウンド・ゴルフ
４人１組、３チームで直径１
m のボールを手で打って受け
るスポーツ

野球並みのボールと木のクラ
ブを使うゴルフ形式のゲーム
ゴールはどこにでも設置可能

タスポニー ペタンク

スポンジボールを手で打ち合
う、テニス形式のスポーツ

野球並みのボールを投げ目印
への距離を競うゲーム
ルールはカーリング形式

ディスクドッヂ ディスクゴルフ
ウレタン製のフリスビーを使
うドッヂボール形式のスポー
ツ

フリスビーを使うゴルフ形式
のゲーム
ゴールはどこにでも設置可能

◦Ｈ22年12月 冬のウォーキング（赤羽根校区）

◦H22年12月 キンボールスポーツ大会（知多市民体育館）

◦普及を目指すニュースポーツ（写真はタスポニー）

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
機
会
を

こ
れ
か
ら
の
活
動
目
標

°

ぱ
い
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

　

は
な
の
き
広
場
で
田
原
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
、消
防
本
部
、消
防
団
合
わ
せ
て
約
８
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。式
で
は
、分
列
行
進
や
蔵
王
幼
稚
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
特
別
演
技

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、愛
知
県
防
災
航
空
隊「
わ
か

し
ゃ
ち
」も
参
加
し
ま
し
た
。

一
致
団
結
し
て

地
域
の
安
全
を
守
る

１
月
８
日［
土
］

　

広
島
県
で
開
か
れ
る
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅

伝
競
走
大
会（
１
／
23
）の
県
代
表
に
選
ば
れ
た
河

合
祐
哉
く
ん（
東
部
中
３
年
）が
、市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。河
合
く
ん
は
、「
悔
い
の
な
い
走
り
を

心
が
け
、区
間
一
桁
の
順
位
で
ア
ン
カ
ー
に
た
す
き

を
渡
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

県
代
表
の
走
り

た
す
き
に
込
め
て

１
月
13
日［
木
］

▲引き締まった表情で堂々と分列行進を行う消防団員たち

▲市長から「力を出し切ってほしい」と激励された河合くん（写真中央）

　

厚
生
連
渥
美
病
院
で
院
内
探
検
ツ
ア
ー
が
開
催

さ
れ
、育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
・
田
原
市
子
育
て
安
心

見
守
り
隊
な
ど
参
加
者
19
名
が
、最
新
の
医
療
設
備

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。参
加
者
ら
は
、設
備
の
説

明
や
深
刻
化
す
る
医
師
不
足
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
、真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

院
内
の
設
備

紹
介
し
ま
す

１
月
14
日［
金
］

▲薬剤師から薬の取り扱いなどについて説明を受ける参加者ら
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
新
春
フ
ェ
ア
が
１
月
２
日

（
日
）、３
日（
月
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。恒
例
の
餅

つ
き
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、参
加
者
の
長
い
列
が
で

き
、つ
き
た
て
の
お
餅
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。ほ
か
に
も
、正
月
遊
び
や
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
の
触
れ
合
い
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
の
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

田
原
市
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
渥
美
半
島
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
渥
美
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。お
正
月
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
こ
の
大
会
は

今
年
で
32
回
目
。市
内
外
か
ら
約
２
６
０
名
が
参
加

し
、新
年
の
走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。応
援
に
駆
け

つ
け
た
家
族
ら
か
ら
大
き
な
声
援
が
お
く
ら
れ
、ど

の
参
加
者
も
力
走
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
テ
パ
ル
ク
で

遊
び
初
め
！

１
月
２
日［
日
］

▲餅つき大会で、大人顔負けの力強さで餅つきをする子どもたち

ト
ッ
プ
を
目
指
し

元
気
に
ダ
ッ
シ
ュ
！

１
月
２
日［
日
］

▲登り坂を全力疾走する小学生たち
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◉
高
齢
者
世
帯
家
庭
訪
問
等
業
務

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
看
護
師

資
格
が
あ
る
方　
▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日

～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
勤
務
内
容
＝

高
齢
者
世
帯
の
家
庭
訪
問
ほ
か　

▼
勤
務

形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
報
酬

＝
月
額
19
万
２
５
０
０
円　
▼
選
考
方
法
＝

面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
２
月
25
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
に
あ
る
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
資
格

証
明
書
を
添
え
て
提
出　
▼
そ
の
他
＝
詳
し

く
は
、
福
祉
課
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

◉
緑
花
セ
ン
タ
ー
管
理
作
業

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
次
の

要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
①
健
康
な
方

②
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方
③
花

苗
生
産
の
経
験
の
あ
る
方　

▼
採
用
期
間

＝
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
緑
花
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
赤
羽
根
緑
花
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務
内
容

＝
花
苗
の
生
産
、
市
内
に
あ
る
花
壇
の
管

理
と
指
導　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

街
づ
く
り
推
進
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

◉
斎
場
（
環
境
衛
生
課
）
嘱
託
員

1
田
原
斎
場
・
渥
美
斎
場
火
葬
業
務

▼
勤
務
場
所
／
募
集
人
員
＝
①
田
原
斎
場

／
１
名
②
渥
美
斎
場
／
２
名　

▼
勤
務
内

容
＝
①
火
葬
業
務
②
火
葬
業
務
ほ
か　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円

2
田
原
斎
場
庁
内
用
務

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
勤
務
場
所
＝
田

原
斎
場　

▼
勤
務
内
容
＝
施
設
案
内
、
待

合
室
準
備
、
施
設
維
持
管
理
・
清
掃

▼
報
酬
＝
月
額
15
万
円　

◉
共
通
事
項

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３

月
31
日　

▼
勤
務
形
態
＝
日
～
金
曜
日

（
友
引
を
除
く
）
※
不
規
則
勤
務
あ
り
①

田
原
斎
場
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
②
渥
美
斎
場
／
午
前
８
時
～
午
後
４

時　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日

通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
月
）

ま
で
に
環
境
衛
生
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

◉
図
書
館
嘱
託
員
・
学
校
図
書
館
司
書

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　
▼
対
象
＝
司
書
・

司
書
補
・
司
書
教
諭
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方　

▼
採
用
期
間
＝
４

月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
／
勤
務
形
態
／
報
酬
＝
表
の
と
お
り

▼
勤
務
内
容
＝
図
書
館
業
務
全
般　

▼
選

考
方
法
＝
筆
記
試
験
（
２
月
21
日
月
午
前

10
時
～
）、
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）、

作
文　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
11
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
中
央
・
赤
羽
根
・
渥
美

図
書
館
と
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込
用
紙

（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作

文
（
テ
ー
マ
：
図
書
館
と
私
／
市
販
の
原

稿
用
紙
に
１
０
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以

内
／
ワ
ー
プ
ロ
不
可
）、
資
格
証
明
書
ま
た

は
取
得
見
込
証
明
書
を
添
え
て
提
出
／
郵

送
の
場
合
は
中
央
図
書
館
へ
締
切
日
必
着

　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
募
集
要
項
（
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
中
央
図
書
館

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１　

田
原
町
汐
見
５
）

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

田
原
市
嘱
託
員

■勤務場所・勤務形態・報酬
勤務場所 勤務形態 報酬

中央図書館
赤羽根図書館
渥美図書館

 ※勤務場所の指定は
できません

週５日勤務
9：00～17：00

（土・日曜日・祝日出勤、
不規則勤務あり）

月額20万円

土・日曜日・祝日勤務
8：30～17：15

月額10万円

市内各小・中学校
月～金曜日

（祝日を除く）
9：00～16：45

月額20万円
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◉
資
源
化
セ
ン
タ
ー
業
務

▼
募
集
人
員
＝
６
名　

▼
対
象
＝
次
の
要
件

を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
①
健
康
な
方
②
４
ト
ン

自
動
車
を
運
転
で
き
る
免
許
を
お
持
ち
の
方

③
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ま
た
は
車
両
系
建
設
機
械

技
能
講
習
を
修
了
さ
れ
た
方　

▼
採
用
期
間

＝
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
勤

務
場
所
＝
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、渥
美
資
源

化
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
旧
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日（
月
曜
日・
祝
日
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
／
午
前

９
時
～
午
後
５
時　
▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
25
日（
金
）ま
で
に
清
掃
管

理
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、運
転
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
提
出

▼
清
掃
管
理
課

☎
22
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
維
持
管
理
課
嘱
託
員

1
道
路
維
持
管
理
作
業

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方
①
健
康
な
方
②
４
ト
ン
自
動
車
を
運
転

で
き
る
免
許
を
お
持
ち
の
方
③
土
木
作
業

経
験
が
あ
る
方　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市

役
所
・
渥
美
支
所　

▼
勤
務
内
容
＝
市
内

の
道
路
維
持
作
業　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
水
曜
日
は
正
午
ま
で
）

2
公
園
維
持
管
理
作
業

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方
①
健
康
な
方
②
４
ト
ン
自
動
車
を
運
転

で
き
る
免
許
を
お
持
ち
の
方
③
樹
木
剪
定
・

除
草
作
業
・
機
械
器
具
使
用
経
験
が
あ
る

方　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤

務
内
容
＝
市
内
の
公
園
街
路
樹
な
ど
の
樹

木
剪
定
、
除
草
の
管
理
指
導　

▼
勤
務
形

態
＝
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
共
通
事
項

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
報

酬
＝
月
額
20
万
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２

月
28
日（
月
）ま
で
に
維
持
管
理
課
ま
た
は

渥
美
支
所
地
域
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
資
格
証
明
書
・
運

転
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
７
４
０
５　

23
局
０
１
８
０

▼
地
域
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

◉
電
話
交
換
・
受
付
案
内

▼
募
集
人
員
＝
８
名　
▼
採
用
期
間
＝
４
月

１
日
～
９
月
30
日　
▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市

役
所　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
②

午
後
０
時
45
分
～
５
時
15
分（
交
代
勤
務
）

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　
▼
選
考
方
法
＝

面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝

２
月
28
日（
月
）ま
で
に
財
政
課
に
あ
る
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
財
政
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

◉
狂
犬
病
集
合
予
防
注
射
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
２
名　
▼
対
象
＝
犬
が
好
き

で
、
パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル・ワ
ー
ド
）が
扱
え
る

方　
▼
採
用
期
間
＝
４
月
４
日
～
29
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内

容
＝
受
付
、デ
ー
タ
入
力
、封
入
作
業　
▼
勤

務
形
態
＝
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午

前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分　
▼
賃
金
＝

時
給
８
３
０
円　
▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝
２
月
28
日

（
月
）ま
で
に
環
境
衛
生
課
に
あ
る
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

◉
公
園
管
理
作
業

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
健
康

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所
・
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー（
旧
赤
羽
根
支
所
）・
渥
美
支
所

▼
勤
務
内
容
＝
市
内
の
公
園
・
街
路
樹
な
ど

の
管
理
作
業　
▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分　
▼
賃
金
＝
時
給
９
２
０
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

維
持
管
理
課
ま
た
は
渥
美
支
所
地
域
課
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

▼
地
域
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

◉
緑
花
セ
ン
タ
ー
管
理
作
業

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
健
康

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方　

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
・
赤
羽
根
緑
花
セ
ン

タ
ー　
▼
勤
務
内
容
＝
花
苗
の
生
産
・
市
内

に
あ
る
花
壇
の
管
理
作
業　

▼
勤
務
形
態

＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
賃
金
＝
時

給
９
２
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
28

日
（
月
）
ま
で
に
街
づ
く
り
推
進
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
提
出

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

田
原
市
臨
時
職
員
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◉
清
掃
管
理
課
臨
時
職
員

1
田
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
業
務

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
健
康
で
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

▼
勤
務
内
容
＝
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
受
付
、販
売

な
ど　
▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日
以
内（
月
曜

日
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
う

ち
７
時
間
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
７
０
円

2
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
業
務

▼
募
集
人
員
＝
５
名　

▼
対
象
＝
健
康
で
、

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方　

▼
勤

務
場
所
＝
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー　

▼
勤

務
内
容
＝
ご
み
分
解
・
分
別
業
務　

▼
勤

務
形
態
＝
週
５
日
以
内
（
月
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）
①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
②
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
賃
金
＝
時
給
９
２
０
円

3
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
２
名　
▼
対
象
＝
次
の
要
件

を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
①
健
康
な
方
②
普
通

自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方
③
昼
夜
を
問

わ
ず
勤
務
可
能
な
方　

▼
勤
務
内
容
＝
市

内
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
、不
法
投
棄
物

の
撤
去・分
別・運
搬
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝

週
４
日
以
内
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
う

ち
７
時
間
）　
▼
賃
金
＝
時
給
８
８
０
円

◉
共
通
事
項

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日

▼
選
考
方
法
＝
書
類
選
考
、
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝
２
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課
に
あ
る
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
吉
胡
貝
塚
資
料
館
業
務

▼
募
集
人
員
＝
４
名　

▼
対
象
＝
歴
史
文

化
に
関
心
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ

ル
・
ワ
ー
ド
）
が
扱
え
る
方　

▼
採
用

期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤

務
場
所
＝
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園 

吉
胡
貝

塚
資
料
館　

▼
勤
務
内
容
＝
受
付
業
務
、

案
内
業
務
、
施
設
管
理
業
務
、
体
験
講

座
な
ど
の
業
務　

▼
勤
務
形
態
＝
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
含
め
週
２
日
程
度
（
月

曜
日
を
除
く
／
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方

法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申

し
込
み
＝
２
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
文

化
財
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締

切
日
必
着

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

◉
社
会
教
育
施
設
業
務

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
対
象
＝
パ
ソ
コ

ン
が
扱
え
る
方
で
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
に

勤
務
可
能
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
社
会
教

育
施
設
（
田
原・赤
羽
根・渥
美
文
化
会
館
、

中
央
公
園
、
池
ノ
原
会
館
、
赤
羽
根
文
化

広
場
、
渥
美
運
動
公
園
、
江
比
間
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
）　

▼
業
務
内
容
＝
①
受
付
・

事
務
補
助
な
ど
②
施
設
管
理
補
助
な
ど
③

夜
間
管
理
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４
日

以
内
（
月
曜
日
を
除
く
／
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
う
ち
７
時
間
30
分
）
②
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
③
午
後
５
時
15
分
～

10
時
15
分　

▼
賃
金
＝
①
時
給
８
３
０
円

②
③
時
給
８
７
０
円　
▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２

月
25
日（
金
）ま
で
に
生
涯
学
習
課・田
原
文

化
会
館
・
渥
美
支
所
地
域
課
に
あ
る
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
生
涯
学
習
課
（
田
原
文
化
会
館
）

☎
22
局
６
０
６
１　

22
局
６
４
５
５

▼
地
域
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
０
０
０　

32
局
２
５
０
６

◉
田
原
市
博
物
館
受
付

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
歴
史
・

美
術
に
関
心
が
あ
り
、パソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）
が
扱
え
る
方
／
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
勤
務
可
能
な
方
を
優
先　

▼
採
用

期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務

場
所
＝
田
原
市
博
物
館　

▼
勤
務
内
容

＝
受
付
、
販
売
、
施
設
管
理
、
講
座
の
補

助　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４
日
／
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）　
▼
申
し
込
み
＝
２
月
27
日

（
日
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
臨
時
職
員

1
農
園
・
植
物
な
ど
の
管
理

▼
賃
金
＝
時
給
９
３
０
円

2
動
物
の
管
理

▼
賃
金
＝
時
給
９
３
０
円

3
事
務
お
よ
び
体
験
工
房
補
助

▼
対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
が
扱
え
る
方　

▼
賃

金
＝
時
給
８
３
０
円

◉
共
通
事
項

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
９
月
30
日　
▼
勤
務
場
所
＝
サ

ン
テ
パル
ク
た
は
ら　
▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日

（
3
は
週
３
日
も
可
）
／
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）
▼
申
し
込
み
＝
２
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５
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◉
図
書
館
業
務

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務
場
所
＝

①
中
央
図
書
館
②
渥
美
図
書
館　

▼
勤
務

内
容
＝
図
書
館
業
務
全
般　

▼
勤
務
形
態

＝
①
週
５
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
②
a
週
５
日
／
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
b
平
日
／
午
後
１
時

～
５
時
c
土
・
日
曜
日
、
祝
日
／
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

※
①
②

a
b
に
つ
い
て
は
不
規
則
勤
務
あ
り　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
（
３
月
８
日
火
午
後
１
時
30
分

～
）、
書
類
選
考　

▼
申
し
込
み
＝
３
月

１
日
（
火
）
ま
で
に
中
央
・
赤
羽
根
・
渥

美
図
書
館
に
あ
る
申
込
用
紙
（
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
／

郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着　

▼
そ
の
他

＝
詳
し
く
は
募
集
要
項
（
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
中
央
図
書
館

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１　

田
原
町
汐
見
５
）

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

◉
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①
保
育
士

資
格
ま
た
は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許

を
お
持
ち
の
方
②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と

理
解
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
３
月
１
日
～
31
日
／
４
月

１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務
場
所
＝
神
戸

児
童
ク
ラ
ブ
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４

日
以
内
（
隔
週
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、

お
盆
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
～
６
時
／

小
学
校
長
期
休
暇
時
お
よ
び
第
２
・
４
土

曜
日
は
①
午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
②

午
後
０
時
30
分
～
午
後
６
時
③
午
前
８
時

～
午
後
６
時
（
交
代
勤
務
）　

▼
賃
金
＝

時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
込
み
＝
２
月

21
日
（
月
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方

①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教
員
免
許

所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み
の
方
も

可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市
役
所
執

務
時
間
中
）　

▼
申
し

込
み
＝
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
顔
写
真
を

貼
り
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

平
成
23
年
度
に
小
・
中
学
校
体
育
施
設

を
利
用
す
る
団
体
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
平
成
22
年
度
に
登
録
し
て
い
た
団
体

も
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
10
名
以
上

の
グ
ル
ー
プ　

▼
開
放
施
設
＝
市
内
の
小
・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
武
道
場　

▼
使
用
料
＝
①
体
育
館
・
武
道
場
／
１
団

体
１
時
間
１
０
０
円
②
東
部
中
学
校
ナ
イ

タ
ー
／
１
時
間
１
０
０
０
円
③
運
動
場
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
４
日
（
金
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
た
は
田
原
・
赤
羽

根
文
化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
教
育
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
入
力
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提
出
も
可
）

▪
学
校
施
設
開
放
利
用
団
体
説
明
会

　

登
録
団
体
の
責
任
者
ま
た
は
代
理
の
方

は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時
30

分
～　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館 

文

化
ホ
ー
ル

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/kyoiku/

▼
日
時
／
内
容
／
講
師
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室

▼
定
員
＝
各
60
名
（
先
着
順
）　
▼
受
講
料

＝
無
料　
▼
申
し
込
み
＝
３
月
３
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
の
講
座
名
を
明
記
）
／

複
数
講
座
の
受
講
可

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録

市
民
大
学 

豊
橋
技
術
科
学
大
学

連
携
講
座 

受
講
生

日時 内容／講師（豊橋技術科学大学）

3／5土
13：30～

人と共生し人を助けるロボットの
実現に向けて
三浦純教授（情報・知能工学系）

3／12土
13：30～

三河湾の高潮と表浜の津波
青木伸一教授（建築・都市システム
学系）

3／19土
13：30～

常春渥美の宝探しと地域の活性化
三
さいぐさ

枝正彦特任教授（先端農業・バイ
オリサーチセンター）

■田原市市民大学（全３回）

│ 17 │　　　　　　　　　　平成23 年2月1日



　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
害
者

が
地
域
社
会
で
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送

る
た
め
の
身
体
介
護
（
食
事
や
入
浴
な
ど
）、

生
活
介
護
（
料
理
や
洗
濯
な
ど
）
の
技
術

や
相
談
・
助
言
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知

識
を
学
ぶ
研
修
で
す
。

▼
対
象
＝
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
で
、
次

の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①
義
務
教

育
修
了
の
方
②
市
内
の
福
祉
関
係
事
業
所
に

所
属
し
、
所
属
長
の
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

（
各
法
人
１
名
）　

▼
受
講
期
間
＝
４
月
16

日
（
土
）
～
９
月
25
日
（
日
）　

▼
開
催
日

＝
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日　

▼
場
所
＝

田
原
福
祉
専
門
学
校　
▼
定
員
＝
40
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
過
去
３
年
間
に

受
講
を
申
し
込
み
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方

を
優
先
）　

▼
受
講
料
＝
７
万
円
（
受
講
開

始
日
前
３
か
月
以
上
田
原
市
民
で
あ
る
方
お

よ
び
現
に
市
内
で
介
護
業
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

事
業
に
３
か
月
以
上
従
事
し
て
い
る
方
は
全

額
減
免
）
／
別
途
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
０
円

程
度
必
要　
▼
申
し
込
み
＝
２
月
７
日
（
月
）

～
25
日
（
金
）
の
期
間
に
田
原
福
祉
専
門
学

校
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
（
田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提
出
も
可
）
※
詳
し
く
は
実

施
要
領
（
申
込
書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

http://tchs.ac.jp/

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
就
園
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
外

国
出
身
の
母
親
と
子
ど
も
お
よ
び
妊
婦　

▼
日
時
＝
①
３
月
１
日（
火
）②
３
月
４
日

（
金
）／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
会
場
＝
①
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
②
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
＝
日
本
の
お

弁
当
作
り
体
験
・
試
食
、
座
談
会　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手

帳
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン　

▼
申
し

込
み
＝
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

住
所
・
母
子
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
公
園
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
滝
頭
公
園
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
植
樹
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
５
日

（
土
）
午
前
10
時
～

▼
場
所
＝
滝
頭
公
園　

▼
植
え
る
木
＝
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）　

▼
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
＝

１
０
０
０
円（
名
札
代
な
ど
）　

▼
申
し
込

み
＝
２
月
20
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
滝
頭
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

☎
22
局
３
９
３
６

　

総
務
省
（
デ
ジ
サ
ポ
愛
知
）
に
よ
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
／
会
場
＝
①
２
月
23
日
（
水
）
／

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
②
２
月
24
日（
木
）

／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
③
２
月
25
日

（
金
）
／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
時
間

＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
会
場
に
て

▼
デ
ジ
サ
ポ
愛
知

☎（
０
５
２
）３
０
８
局
３
９
３
０

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
６
１　

23
局
０
１
８
０

　

総
務
省
で
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
」
で
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
世

帯
に
対
す
る
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
対
象
に
「
市
町
村
民
税
非

課
税
世
帯
」
を
加
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で

き
て
い
な
い
「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
の
世
帯
」に
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）を
無
償
で
給
付（
配
送
）し
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
お
問
い
合
わ
せ

◦
総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て

☎
０
５
７
０（
02
）３
７
２
４

◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て

☎
０
５
７
０（
03
）３
８
４
０

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
６
１　

23
局
０
１
８
０

田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ

ル
パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス 

受
講
生

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
相
談
会

外
国
人
マ
マ
の
会　

参
加
者

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援
を
拡
大

第
１
回
滝
頭
公
園
植
樹
会

参
加
者
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バ
ス
や
鉄
道
は
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
機
関
で
、
特
に

高
齢
者
や
通
勤
・
通
学
者
に
と
っ
て
は
、
無

く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段
の一つ
で
す
。

　

田
原
市
が
運
行
す
る

「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
は
、

運
行
時
刻
や
路
線
の
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
、

使
い
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
路
線
バ
ス
は
、
運
行
収
入
だ
け
で
は
維

持
が
難
し
い
た
め
、
国
・
県
の
補
助
に
よ

る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
は
環
境
へ
も
優
し
い
乗

り
物
で
す
。
日
常
の
交
通
手
段
を
少
し
見

直
し
、
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
公
共
交
通
に
関
す
る
ご
意
見
な

ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん

（
平
成
16
年
４
月
2
日
～
平
成
17
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）の
「
子
ど
も（
乳
幼
児
）医

療
費
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、
３
月

31
日（
木
）で
す
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の「
子

ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
更
新
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に

申
請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
更
新
申

請
を
行
って
く
だ
さ
い
。
申
請
す
る
際
に
は
、

必
ず
お
子
さ
ん
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
ま

た
は
４
級
（
腎
臓
機
能
障
害
）、
４
～
６
級

（
進
行
性
筋
萎
縮
症
）、
療
育
手
帳
Ａ
ま

た
は
Ｂ
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
の

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
医
療
、
母

子
家
庭
等
医
療
へ
の
切
り
替
え
と
な
り
ま

す
の
で
、
別
途
通
知
し
ま
す
。
生
活
保
護

世
帯
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

給
水
工
事
は
、
必
ず
田
原
市
指
定
給
水

装
置
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
渡
邉
土
建
株
式
会
社

☎
25
局
０
１
０
７

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

　畠神社前信号交差点（福江町地内）が
　『押しボタン歩車分離式信号機』に変わります
　歩行者と車両との事故を防止するため、福江町にある畠神社前
信号交差点を「押しボタン歩車分離式信号機」に変更します。
　歩車分離式信号機とは、歩行者と車両が通行できる時間帯（青
信号）を分離し、横断歩行者の安全に配慮した信号機です。信号
の表示方法が変更になりますので、歩行者や自動車等を運転され
る方は、信号をよく確認して通行して下さい。
※歩行者用信号は、押しボタンを押さなければ青に変わりません
ので、ご注意ください。
▶変更時期＝２月下旬

▶田原警察署交通課　
☎ 23 局０１１０　

福江
小学校

中紺屋

高田

JA愛知
みなみ

JAふれあい
広場

畠神社前

水
道
指
定
工
事
店
の
新
規
追
加

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

新
小
学
校
１
年
生
の

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

■進行順

■畠神社前信号交差点の所在地

至
保
美
町

至
高
木
町

至古田町

至和地町

至
保
美
町

至
高
木
町

至古田町

至和地町

至
保
美
町

至
高
木
町

至古田町

至和地町

1 2 3

車両 歩行者
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て
「
と
き
め
い
て
春
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
展
示

2
東
三
河
の
花
の
展
示
＝
生
産
者
が
丹
精

こ
め
て
栽
培
し
た
花
を
展
示

3
花
の
楽
し
み
方
・
育
て
方
の
実
演
＝
地

元
の
花
屋
・
生
産
者
が
、
新
し
い
ア
レ

ン
ジ
や
寄
植
え
な
ど
を
実
演

4
花
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
管

楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ミ
ニ
・
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催

5
花
屋
さ
ん
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
＝
自
慢
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
展
示

6
即
売
会
＝
切
花
・
鉢
物
な
ど
を
即
売

7
お
楽
し
み
抽
選
会
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

者
に
抽
選
で
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
が
当

た
る

8
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
＝
展
示
し
た
花
（
一
部

を
除
く
）
を
せ
り
売
り
で
販
売

9
フ
ラ
ワ
ー
ス
テ
ー
ジ
＝
㈶
豊
橋
み
ど
り

の
協
会
に
よ
る
花
プ
ラ
ン
タ
ー
の
展
示

（
駐
車
場
内
）

▼
開
催
日
＝
２
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

▼
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
豊
橋
店　

▼
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
実
行
委
員
会
事
務

局
（
豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
５

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

　

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
、

軽
自
動
車
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両

の
所
有
者
に
年
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
の
譲
渡
・
売
却
・
盗
難
・
廃
棄
・

所
有
者
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で
に

使
用
や
保
有
を
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

あ
っ
て
も
、
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
、
異

動
の
届
出
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
「
台
帳
上

の
所
有
者
」
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
お
問
い
合
わ
せ

◦
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
１
２
５
㏄

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

◦
軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
（
１
２
６
㏄

以
上
）

▼
渥
美
自
家
用
自
動
車
組
合

☎
22
局
０
７
４
６

　

毎
年
３
月
は
、
軽

自
動
車
税
申
告
な

ど
の
関
係
か
ら
、
軽

自
動
車
の
名
義
変

更
、
廃
車
の
届
出
が

集
中
し
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。

　

名
義
変
更
お
よ
び
廃
車
の
届
出
は
、
で

き
る
か
ぎ
り
３
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
名
義
変
更
、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.keikenkyo.or.jp

）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
軽
自
動
車
検
査
協
会
豊
橋
支
所

☎（
０
５
３
２
）34
局
３
３
１
１

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介
護
の
苦
労

や
不
安
、
分
か
ら
な
い
事
な
ど
、
皆
さ
ん

で
話
し
合
い
、
相
談
す
る
場
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
内
容
＝
嚥え

ん

下か
（
物
の
飲
み
こ
み
）

に
つ
い
て
、
座
談
会　

▼
場
所
＝
渥
美
福

寿
園　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
に
て

▪
申
し
込
み
先

◦
渥
美
福
寿
園
☎
34
局
６
６
８
８

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

世
界
一
周
で
感
じ
た
環
境
異
変
、
世
界

の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
な
ど
、
体
験
談
を
基
に

し
た
楽
し
い
講
演
で
す
。

▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
30

分
～
８
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
講
師
＝
山
田
周し
ゅ
う
せ
い生
さ

ん
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▼
内
容
＝
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
で
視

た
世
界
の
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー　

▼
定
員

＝
１
５
０
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

▪
内
容　

1
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
＝
地
元
産
の
花
を
使
っ

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
と

廃
車
の
届
出

軽
自
動
車
の
異
動
届

第
９
回
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム

家
族
介
護
交
流
会
を
開
催

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

環
境
講
演
会
を
開
催

▲山田周生さん
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

1/21金～2/3木
田原市成人式

田原市消防団出初式

2/4金～2/17木
しみんのひろば・どすごい交流会

招待給食

2/18金～3/3木
渥美半島菜の花まつり

子ども茶会・ひな祭り展

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

2月 たはらの農業は日本一

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：30 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45

│ 21 │　　　　　　　　　　平成23 年2月1日



申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
３
月
３
日
㊍

日
帰
り
花
育
バ
ス
ツ
ア
ー

豊
橋
・
田
原
の＂
旬
の
味
覚
＂と＂
季
節
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
＂

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

集
合
・
解
散
▼
豊
橋
市
役
所
ま
た
は
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
花
き
出
荷
場
の
見
学
と
地
産
地
消

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
地
元
の
花
を
使

っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

定
員
▼
30
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
３
５
０
０
円（
昼
食
・
花
代
な
ど
）

申
し
込
み
▼
２
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き

に
て

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
4
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

◉
２
月
11
日
㊎
・　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
伝
記
を
読
む

－

そ
の
６

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

月
の
イ
ベ
ン
ト

3

月
の
イ
ベ
ン
ト

2

　

こ
の
展
覧
会
は
、
江
戸
か
ら
平
成
に
か
け
て

の
ひ
な
人
形
を
通
じ
て
、
そ
の
時
代
や
風
俗
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
、

今
回
で
25
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ひ
な
人
形
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
、
土
人
形
か
ら
男
び
な
、
女
び
な
が
一
対
と

な
っ
た
衣
裳
飾
り
の
親
王
飾
り
ひ
な
人
形
に
移

り
変
わ
り
、
昭
和
の
前
半
に
は
、
御
殿
飾
り
の

ひ
な
人
形
が
登
場
し
、
そ
し
て
現
在
の
屏
風
段

飾
り
ひ
な
人
形
へ
と
移
っ

て
き
ま
し
た
。
本
展
に
お

い
て
、
様
々
な
ひ
な
人
形

の
展
観
を
楽
し
く
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
形
が
飾
ら
れ

た
時
代
に
思
い
を
寄
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
つ
る
し
飾
り
ひ
な
人
形
制
作

グ
ル
ー
プ
﹁
花
ま
り
の
会
﹂
の
つ
る
し
飾
り
ひ

な
人
形
も
展
示
し
ま
す
。

●
手
づ
く
り
の
紙
び
な
制
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。
好
き
な
色
を
ぬ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
お
ひ
な
様
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

田
原
市
博
物
館

平
常
展﹁
ひ
な
人
形
と
初
凧
展
﹂

　
期
間
◉
２
月
19
日（
土
）～
３
月
27
日（
日
）

会
場
◉
企
画
展
示
室
２
に
て

開
館
時
間
◉
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
◉
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、
３
月
21

日
⺼
・
は
開
館
し
、
３
月
22
日
㊋
は
休
館
）

観
覧
料
◉
一
般
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）　

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
80
円
）

※
（　

）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
／
毎
土

曜
日
は
小
・
中
・
高
校
生
無
料

田
原
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
や
田
原

凧
保
存
会
制
作
の
初
凧
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

田
原
市
博
物
館
で
も
ひ
な
人
形
・
初
凧
を
展
示

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

　

古
田
町
岡
ノ
越
６

－

４（
渥
美
支
所
敷
地
内
）

　

☎
33
局
１
１
２
７

　
　

http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp/

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

開
館
時
間
◉
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
◉
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、３
月
21
日
⺼
・
は
開
館
し
ま
す
）

観
覧
料
◉
無
料

２
月
５
日
圡
～
３
月
21
日
⺼
・
祝

土人形（内裏ひな）

御殿飾り
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◉
３
月
13
日
㊐ 

お
た
が
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
長
仙
寺
（
六
連
町
）

内
容
▼
植
木
市
（
午
前
９
時
）、
み
こ
し

渡
御
（
午
後
４
時
）、
餅
投
げ
・
玉
取

り
（
午
後
５
時
）
／
※
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
（
豊
橋
鉄
道
渥
美
線
豊
島
駅

近
く
、
東
部
農
協
前
か
ら
）

▼
田
原
市
観
光
協
会

☎
23
局
３
５
１
６

　

22
局
３
８
１
７

◉
３
月
19
日
圡
～

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
た
く
さ
ん
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
あ

な
た
を
お
迎
え
し
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー

植
え
を
は
じ
め
、
早
咲
き
や
遅
咲
き
、

新
種
や
希
少
品
種
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

そ
の
他
▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
花
時
期

は
、
天
候
・
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

田原市出身
金田哲（はんにゃ）主演映画上映会

「私の優しくない先輩」
　田原市出身の金田哲（はんにゃ）と、
女優・歌手の川島海荷がダブル主演。
フレッシュな二人が恋するドキドキと笑
いいっぱいの掛け合い、そして最後に
は胸が切なくなる青春ラブコメディ映
画です。
　当日は、金田さんからご来場いただ
いた皆さんへのビデオレターがありま
す。ぜひご覧ください。

日 時　2月27日（日）午後２時開演（30分前開場）
場 所　赤羽根文化会館 文化ホール
入 場 料　500円
チ ケ ッ ト　上記窓口で販売中
そ の 他　ご来場いただいた方の中から、抽選で15名に

金田哲さん直筆サイン色紙をプレゼント

2/27 日 全席自由

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

2月10日㊍・3月10日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

★チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★チケットの予約など
チケットは前売開始日の正午から電話予約ができ、お近くの窓口で受
け取れます。

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

チケット

販売中
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危
険
で
す
！
思
春
期
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

　

女
性
は
、
思
春
期
に
な
る
と
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
影
響
で
皮
下
脂
肪
が
増
え
ま
す
。
自
然

な
こ
と
な
の
で
す
が
、
女
性
の
「
や
せ
」
へ

の
あ
こ
が
れ
は
強
く
、
皆
さ
ん
も
一
度
や
二

度
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
実
践
し
た

こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
行
き
過

ぎ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
と
て
も
危

険
な
こ
と
で
す
。

❖
極
端
な
「
や
せ
」
が
引
き
起
こ
す
も
の

▪
無
月
経

　

体
脂
肪
率
は
、
卵
巣
の
機
能
と
深
く
関
係

し
て
い
ま
す
。
体
脂
肪
率
が
15
％
以
下
に
な

る
と
月
経
不
順
が
始
ま
り
、
10
％
以
下
で
は

ほ
ぼ
無
月
経
に
な
り
、
妊
娠
し
に
く
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
骨
粗
し
ょ
う
症

　

偏
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂

取
が
不
足
し
た
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
少

す
る
こ
と
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
悪
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
骨
密
度
は
、
15
歳
で
最

大
と
な
り
20
歳
以
降
は
減
少
し
始
め
る
た

め
、
思
春
期
に
し
っ
か
り
と
骨
量
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。

▪
将
来
の
子
ど
も
に
も
影
響

　

妊
娠
中
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
、
極
端
に
や
せ

た
女
性
の
妊
娠
で
は
、
胎
児
が
低
栄
養
の
状

態
で
育
っ
て
し
ま
う
た
め
、
栄
養
不
足
に
耐

え
ら
れ
る
体
質
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
に
作

ら
れ
た
体
質
は
、
将
来
の
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

❖
健
康
的
で
美
し
い
体
を
作
る
に
は

◦
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る

◦
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る

◦
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
・
ケ
ー

キ
・
清
涼
飲
料
水
は
控
え
る

◦
運
動
す
る
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

◦
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
る

　

美
し
さ
は
、
健
康
か
ど
う
か
が
大
き
な
鍵

で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
が
、
美
し
さ
へ

の
一
番
の
近

道
な
の
で

す
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ３月　５日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室
３月　９日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話３月１６日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
３月　７日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
３月１１日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

2月6日（日）

菜の花内科クリニック ☎22局7777
津金医院 ☎33局0222
ふくい眼科 ☎22局5878
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
山内歯科医院 ☎23局1525

2月11日（金・祝）
河合医院 ☎22局6133
朽名医院 ☎33局0162
仲谷歯科医院 ☎23局2327

2月13日（日）

かわせ小児科 ☎22局1230
昭和医院 ☎32局3749
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

月　日 当直医 電話番号

2月20日（日）
北山クリニック ☎23局3946
藤岡医院 ☎32局1515
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

2月27日（日）

國見医院 ☎22局0756
岡田医院 ☎37局0001
きまた眼科 ☎23局1092
すずき歯科 ☎23局0033

3月6日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
丸山医院 ☎33局0313
小原歯科医院 ☎25局1139

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

BMI 判定
18.5未満 やせ
18.5以上 25未満 普通
25以上 肥満

◉BMI（体格指数）で体型判定
体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

※BMI=22が適正
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2月 7日（月）・１４日（月）・２１日（月）・2８日（月）

3月 7日（月）・１1日（金）・１４日（月）・２2日（火）・
2８日（月）Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース ２月展示コ
ーナー

おはなし会

　復活祭の休日や春を祝うため、た
まごに特別な飾り付けをする

「イースターエッグ」。さまざ
まなスパイスを使って、
あなたならではの飾りを
作ってみませんか？

日　時　３月５日土・13日㊐ 
　　　　午後７時～　※連続講座

場　所　渥美文化会館Ａ会議室
対　象　高校生以上
　　　　原則２回参加可能な方
定　員　15名程度（先着順）
講　師　鈴木よう子 氏
参加費　2000円程度（材料費など）
持ち物　木工用ボンド、ワイヤーの切れるはさみ、
　　　　目打ち（千枚通し）、まち針（15本程度）
申込み　２月16日氺午前10時～２月25日㊎の期間
　　　　 に、電話または渥美図書館カウンターにて
　　　　※定員になり次第締め切ります。

◉渥美図書館☎33局1114

い
ま
、
日
本
人
女
性
の
16
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
田
原
市
で
は
、
毎
年
無
料
で
乳
が

ん
検
診
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
図
書
館
で
は
、２
月
10
日︵
木
︶

か
ら
３
月
10
日
︵
木
︶
ま
で
、
乳
が
ん
に

関
す
る
資
料
や
パ
ネ
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

す
る
講
座
も
開
催
予
定
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
図
書
館
の
資
料
を
通
じ
て
乳
が
ん
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
第
11
回
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
講
座

「
乳
が
ん
に
つ
い
て
伝
え
た
い

　

～
乳
が
ん
患
者
さ
ん
か
ら
頂
い
た
宝
物
～
」

▼
日
時
＝
３
月
５
日
（
土
）
10
：
30
～

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

　
　
　
　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

▼
講
師
＝
村
田
美
恵
子 

氏

　
　
　
　
（
渥
美
病
院
・
乳
が
ん
認
定
看
護
師
）

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

※
参
加
無
料

▼
申
込
み
＝
２
月
10
日（
木
）10
：
00
か
ら
、

　

電
話
ま
た
は
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

▼
中
央
図
書
館
☎
23
局
４
９
４
６

◎一般 「愛しのマンマ
　　　　　　～図書館と考える乳がんのこと～」
２月10日㊍～３月10日㊍
乳がんについて考えてみませんか？詳しくは頁下段
のコラムにて。

◎こどもしつ 「こわいの こわいの とんでいけ」
２月10日㊍～３月10日㊍
鬼
お に

、妖
よ う

怪
か い

、魔
ま

女
じ ょ

、本
ほ ん

当
と う

にいるのかな？このおまじない
さえあれば、平

へ い

気
き

だよ！

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／３月５日圡15:00～　
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／２月９日氺10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／２月15日㊋10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）　

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／２月20日㊐・３月５日圡10:30～　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／２月12日圡・３月５日圡14:00～
　　　２月26日圡10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ　対象／乳幼児～小学生

愛
し
の
マ
ン
マ

～
図
書
館
と
考
え
る

　
　

乳
が
ん
の
こ
と
～

手作り教室
「イースターエッグ」に挑戦！

ピンクリボン
乳がんの啓発や早
期発見を推進する
運動の世界的なシ
ンボルマーク

　復活祭の休日や春を祝うため、た
まごに特別な飾り付けをする

「イースターエッグ」。さまざ
まなスパイスを使って、

・13日㊐
※連続講座

渥美文化会館Ａ会議室

　　　　原則２回参加可能な方

「イースターエッグ」に挑戦！
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まっすぐに立って手のひらを
上に向けて肘をしっかりひい
て曲げる。

息を吐きながら手の甲を内側
にして、背中が丸くなるまで
前に伸ばす。そのままの姿勢
で息を吸って背中を広げる。

息を吐きながら　の姿勢に
戻し、息を吸って手を上に伸
ばす。

息を吐きながら両腕を左右に
広げるようにして　の姿勢に
戻す。

※５回程度行いましょう

生涯学習課　２３局3531

悪い姿勢は肩こり、腰痛の原因になるばかりでは
なくボディラインを崩す要因になります。背中をほ
ぐして緊張をとり、背筋を伸ばし正しい姿勢をつく
りましょう。

姿勢を正してボディライン
を美しく！

１

２

３

４

１

１

１

２

３

４

３２３２
　　まちづくりや地域づくりについ
ての意見などを提出できる場所は、
各校区にありますか？

Ｑ

　　　　　　　各市民館に「みんなの意見ボッ
クス」を設置いたしました。田原市を「日本一住
みやすいまち」にするためのアイデアや、まち
づくり、地域づくりに対してのご意見・ご提案、日
ごろ感じていることなどを、お気軽にお寄せく
ださい。

▼広報秘書課　２２局０１３８

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉２月
が つ

のチャレンジ
「箸

は し

つかい名
め い じ ん

人」
箸を上手に使って、いろいろな記
録にチャレンジしよう！
開催期間
◦２月27日（日）まで

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

　７日（月）、14日（月）、　21日（月）、28日（月）

２ 月のお休み

◉イベント（児童センターのみ開催）
日時◦２月６日（日） 午前10時30分～
内容◦父と子の運動遊び
対象◦年少児～年長児とその父親
　　　２人１組で先着30組
申し込み◦田原児童センターにある申込書
　　　　　に記入し、田原児童センターへ
　　　　　提出

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦２月17日（木） 午前10時30分～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）
日時◦２月23日（水） 午前10時～
テーマ◦「みんな一緒」はいいことなの？
　　　　（輝け個性・伸ばそう可能性）▲上手に箸でつかめるかな？

◉工
こ う

作
さ く

ランド「お花
は な

かざり」
ワイヤーで作った木に、和紙の花
を飾ろう！
開催期間
◦２月26日（土）まで
　受け付け：午後１時30分～
　※日曜・祝日は除く
対象◦小学生以上
参加費◦10円

広報秘書課　２２局０１３８
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２

の今月　納税・使用料

月２月28日

金２月25日

固定資産税・都市計画税
（第４期分）

水道料・下水道使用料金
（１２・１月分）

後期高齢者医療保険料
（第８期分）

国民健康保険税
（第８期分）

介護保険料
（第６期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

た
は
ら
市
政
番
組
の
○
○
○
○
ネ
ッ

ト
た
は
ら
と
田
原
ほ
っ
と
ら
い
ん
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２　

３
月
19
日
（
土
）か
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
○
○
○
を
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で

開
催
し
ま
す
。

３　

○
○
○
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ
ー
ス

で
は
、「
イ
ク
メ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

４　

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
６・７
頁
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
ど
こ
で
も
申

告
・
納
税
で
き
る
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
の
○
○
○
○
○
○
に
よ
る
電

子
申
請
も
利
用
可
能
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
２
月
17
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
１
月
号
の
答
え
】
は
つ
ひ
の
で

（
応
募
総
数
71
通
中
、正
解
70
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

1

2

3

4

人身15件（257件）
負傷19人（319人）
死亡0人（2人）
物損146件（1509件）

火災4件（38件）
救急154件（2063件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗4件（63件）
乗物盗3件（91件）
非侵入盗5件　（72件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

12月

田原警察署　 23局０１１０

◉振り込め詐欺（オレオレ詐欺）にご注意ください！
●次のような電話は詐欺ですので注意しましょう
•息子などをかたり「電話番号が変わりました」
•警察をかたり「カードを預かります」
•お金を借りるのに「先に保証金を払ってください」
•お金を返すから「ATMに行ってください」

●詐欺に遭わないためのポイント
•カードの暗証番号を他人に教えない
•カードを他人に渡さない
•家族で話し合い、連絡方法や合言葉を決める

※中高年の方の被害が多く、60歳代以上の被害者が約
９割を占めています。犯人グループは、電話帳や高校の卒
業生名簿などを悪用しており、電話帳に女性名で登録さ
れている方は特に注意しましょう。最近では、金融庁職員
や警察官をかたる振り込め詐欺が、全国的に多発してい
ます。電話の相手を、必ず確かめてください。

さ 　ぎ

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

25

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

汚れが目立つ川があります。みなさんの力で少しずつ改善できるといいですね。

1/20現在
72.1％

10/1 10/1010/20 11/1 11/1011/20 12/1 12/1012/20 1/1 1/10 1/20

12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

●市内５河川の水質調査結果

（　　 ）

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）
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本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.683 平

成
23

年
2

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,308人　総人口

33,437人　男性

32,871人　女性

21,656世帯世帯数

56人出生 71人死亡

165人転入 156人転出

－6人増減 ※増減は12月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２3年1月１日現在）

菜の花畑に行く途中で、「なの

はな号」を見たよ。

表情や動きに気をつけ
て、丁寧に描けました。頑
張って演じた劇のことが
思い出されます。

評 評
清田小学校６年

鈴木麻友さん

みんなで菜の花を、たくさん摘

んできたよ。

　　　　　　　　な　　 はな　　　　　　　　　　　 　つ

　　　　　　　　　　

　　　　　 

　　れ　　 お　　　　　　あや　　め

清田小学校２年

小川竣也くん
　 しゅん   や 　　ま　　ゆ

東部保育園

松岡彩芽ちゃん（６歳）

河上   沙恵子 先生

鈴木    麻美 先生 東部保育園

増田怜央くん（６歳）

目や鼻、口などをよく見て、
いい表情を描けました。背
景に大好きな動物を描き、
楽しい作品になりました。

評 友だちと楽しく菜の花を摘んだ様子や満
開の菜の花畑の様子を、上手に描くこと
ができました。

とも　　　　　　　たの　　　　　な　　　はな　　　つ　　　　　  よう　す　　　まん
　　　　　　

かい　　　な　　　はなばたけ　　 よう　す　　　　　じょう　ず　　　えが　　　　　　

 　　　　

評 菜の花畑で見つけたクモや、近くを走って
いた電車の様子などを、上手に描くことが
できましたね。

　な　　　はなばたけ　　　み　　　　　　　　　　　　　　　ちか　　　　　はし

　　　　　でん  しゃ　　　よう　す　　　　　　　　　じょう ず　　　えが　　　　　　　　　

 　　　　　　

　　

水彩画
水彩画

　 な　　　はなばたけ　　 い　　　 とちゅう

　     　　ごう　　　　　み

▼
「
新
春
遊
び
」

と
い
え
ば
、
ど
ん

な
も
の
が
思
い
浮

か
び
ま
す
か
。
凧

揚
げ
や
百
人
一

首
、
こ
ま
回
し
な
ど
、
素
朴
な
伝
統

の
遊
び
が
、
い
つ
ま
で
も
新
春
の
風

物
詩
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
双
六
で
い
え

ば
「
一
回
休
み
」。
次
は
「
二
マ
ス

進
む
」
に
と
ま
り
た
い
…
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
私
は
、
世
の
中
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
に
移
行
す
る
時
期
に
多
感

な
十
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
野
球
盤

が
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
と
き
の
感

動
と
単
調
さ
、
レ
コ
ー
ド
が
Ｃ
Ｄ
に

な
っ
た
と
き
の
便
利
さ
と
味
気
な
さ
。

方
式
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
前
の

物
の
「
代
わ
り
」
に
は
な
ら
な
い
の

だ
な
あ
と
、
そ
の
と
き
実
感
し
ま
し

た
。
坊
主
め
く
り
で
『
蝉
丸
』
を
ひ

い
た
と
き
の
や
る
せ
な
さ
は
、
デ
ジ

タ
ル
で
表
現
で
き
ま
せ
ん
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】
泉
中
学
校
の
百
人
一
首
大
会
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